
大学院都市持続再生学コース　東大まちづくり大学院　シラバス

No. 講義⽇程 講義時限 講義者 講義形式 講義タイトル

1 4⽉3⽇ 6限 信時正⼈ ハイブリッド イントロダクション（まちづくりの要
諦）、SDGsの動きとまちづくり

2 4⽉10⽇ 6限 瀬⽥史彦 フルオンライン 東京⼀極集中と地⽅再⽣

3 4⽉17⽇ 6限 内⼭興 ハイブリッド 地域課題の解決を通じた⻄⽇本地域活性化
の取組について

4 4⽉24⽇ 6限 内⼭博⽂ ハイブリッド 都市をリノベ―ションするために、学ばな
いといけない事〜不動産と建築の協会をな

5 5⽉1⽇ 6限 ⼤南信也 ハイブリッド 徳島県神⼭町 ⼈⼝5000⼈の⼩さな町はな
ぜ進化し続けるのか

6 5⽉8⽇ 6限 ⽮⽥部隆志 ハイブリッド カーボンニュートラルに向けた実効ある取
り組み

7 5⽉15⽇ 6限 泉英明 ハイブリッド 新たなエリア価値創造へのプロセス

8 5⽉22⽇ 6限 ⽳⽔孝 ハイブリッド 脱炭素の実現に向けたこれからのまちづく
り

9 5⽉29⽇ 6限 ⼤島正幸 ハイブリッド これからの地域戦略について

10 6⽉5⽇ 6限 ⼭⽥芳幸 ハイブリッド まちづくりにおける廃棄物処理の新たな視
点〜NIMBYからYIMBYへ〜

11 6⽉12⽇ 6限 巽好幸 フルオンライン ジオ・グルメによるまちづくり：美⾷地質
学のすすめ

12 6⽉19⽇ 6限 ⽴松絵梨奈
野村奈緒

ハイブリッド イノベーションエコシステム構築とまちづ
くり

13 6⽉26⽇ 6限 ⼩原朋尚 ハイブリッド ブルーオーシャン・エデュケーション：新
たな教育の波から海とまちの未来を考える

14 7⽉3⽇ 6限 稲本正 ハイブリッド 街に緑を、⼼に花を！〜共⽣進化の地域創
⽣

15 7⽉17⽇ 6，7限 ⻲⼭典⼦、福⽥次
郎、⼭縣敦⼦、江

ハイブリッド 【対⾯推奨】スマートシティ実装のカギと
は〜実証から実装へ、構想から事業へ〜

16 信時正⼈

講義名 都市産業と経営戦略

担当教員名 瀬田・信時

単位数(コマ数）単位数２
水曜日6、7限講義曜⽇・時限

講義⽬的

成績評価⽅法

まちづくりは建築・不動産・土木・設計のような業界だけでできていくものではない。全産業が関りがあること

を念頭に置き、食い扶持があって始めてまちが成り立つをことを認識してもらう。更に最大のステークホルダー

である住民（市民）の参画なくしてはまちは成り立たないことも認識をする。加えて、世の中はVUCAの時代に
入り、これまでの既存の関係性の見直しが必要な時代において、種々の業界、分野において”現場”で活躍してい
る人の生の声を聞くことを主眼に人選しており、気候変動、少子高齢化、防災、IotやAI、センシング、ビッグ
データ処理、各種マネジメントの必要性、等々の世の中の変化を如何に今後のまちづくりに活かしていくのかを

考察をすることを目的とする。
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